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1．本研究プロジェクトの概要

本研究プロジェクトは、2019年 9月 12日～ 14日に青山学院大学 17号館を会場として

開催予定の国際学会“Modernism and Multiple Temporalities”の企画・開催・運営を行

うものだった。研究代表者は、2019年度まで青山学院大学文学部英米文学科准教授だった

秦邦生（2020年度から東京大学総合文化研究科に異動のため、2020年 3月末で退職）が務

め、チーム構成員としては、麻生えりか先生（英米文学科教授）、Mary Knighton先生

（同）、齊藤公平先生（英米文学科准教授）、来馬哲平先生（同）の全 5名が参加した。

申請の結果、プロジェクトには文学部附置人文研究所から約二十五万円の予算が付与さ

れ、その予算を主に①広報・宣伝活動の強化、②特に海外在住の大学院生を対象とした旅費

補助の支給、③参加料減額による一般参加者（とりわけ学生）の増加を目的として使用し

た。これらの活動がこの国際学会の成功に大いに寄与したことをまず明記し、プロジェクト

にご採択いただいた諸先生方に深く感謝したい。

本報告書ではまず、この国際学会の企画・準備・実施について概略を述べ、その後、本研

究プロジェクトの三つの目的が果たした役割を説明する。
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2．国際学会“Modernism and Multiple Temporalities”の企画とその背景

本国際学会は、2017年秋に創設された the Modernist Studies in Asia Network（アジア・

モダニズム研究ネットワーク、以下MSIAと略記）の第二回国際学会として 2018年 5月に

企画された。そもそもMSIAは 2017年秋に本研究代表者の秦邦生が、香港教育大学の

Emily Ridge、復旦大学（上海）の Nan Zhang、国立政治大学（台湾）の Shun-liang 

Chao、南洋理工大学（シンガポール）の Kevin Riordanとともに創設した研究ネットワー

クである。その創設の目的は、アジアの諸国・地域在住のモダニズム研究者間の研究交流を

図ると同時に、英語圏をはじめとした他地域のモダニズム研究学術団体とのネットワークを

確保することだった。

この背景には、近年のモダニズム研究の急速な国際化と多様化があった。従来「モダニズ

ム」とは、英米やヨーロッパにおける一握りの文学者・芸術家などの作品や文学・芸術運動

などを指すことが一般的だった。だが二〇世紀末以降、それを時間的にも空間的にも拡張し

た概念として捉え返す動向が続いている。それにともない、アメリカを中心とした

Modernist Studies Association（1998年創設）、イギリスの The British Association for 

Modernist Studies（2010 年創設）、オーストラリアの The Australasian Modernist 

Studies Network（2011年創設）など、英語圏ではモダニズム関係の研究団体の新設が相

次いでいたが、アジア地域においては多言語の障壁もあり、そうした団体がまだ創設されて

いない状態だった。

これに対して、2017年秋に秦が創設に参加した The Modernist Studies in Asia Network 

（MSIA）はこうした空白を埋める試みである。その創設大会は 2018年 6月に Emily Ridge

が当時在職した香港教育大学で開催され、アジア各地のほか、アメリカ、イギリスなどの英

語圏からも参加者があり、総計で 50名ほどの発表がなされた。その成功を次につなげるた

めに、二回目の年次大会として秦が青山学院大学での開催をMSIAの運営委員会で提案し、

了承された。

2018年時点で秦は二つの科学研究費補助金の研究計画に分担者として参加していた。東

京大学の田尻芳樹教授が代表をつとめる基盤研究 B「現代英語圏文学におけるモダニズムの

遺産継承に関する包括的研究」（課題番号 16H03393）ならびに、成蹊大学の遠藤不比人教

授が代表をつとめる基盤研究 B「英国モダニズムにおける反心理学の系譜に関する学際的か

つ国際的研究」（研究代表者・課題番号 18H00653）である。この研究計画のメンバーとの

教義の結果、全員が参加のうえで「国際学会 Modernism and Multiple Temporalities 運営

委員会」を組織することになり、おもに海外からの基調講演者 3名の招聘資金をまかなう

ことになった。

また開催地となる青山学院大学からは文学部英米文学科准教授の齊藤公平氏が運営委員会
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に参加し、国際学会ウェブサイトならびにオンラインでの参加登録料システムの構築と運営

に多大な貢献をおこなった。

国際学会のテーマとしたのは、「モダニズムと複数形の時間性」だった。モダニズムにお

ける「時間性（temporality）」の問題は、伝統的には心理学的時間の観点から「意識の流

れ」やテクストの断片性など形式的特徴に注目するアプローチから研究されてきたが、近年

では広義のモダニティの経験自体が「時間性の政治学」（Peter Osborne）に規定されてき

た経緯に注目が集まっている。「時間による空間の抹消」に関する Karl Marxの観察以来、

支配的な時間性（例えばWalter Benjaminのいう「均一で空虚な時間」や E. P. Thompson

のいう「時間規律」など）が、資本主義、植民地主義、帝国主義などと共謀してきた様につ

いて、多くの批評家たちが研究を重ねてきた。そのような研究はまた、世界各地におけるモ

ダニズムの内包する複数の時間性がそういった支配的イデオロギーに対抗してきた複雑な経

緯にも注目している。

今回の国際学会はこのような動向を受けて、モダニズム研究の一層の拡張と刷新を試みる

ものだった。2008年の著名な論考“New Modernist Studies”において Douglas Maoと

Rebecca Walkowitzは時間軸、空間軸、垂直軸（文化の高低に関する階層秩序）の観点か

ら従来のモダニズム研究を拡張・刷新する洞察を示した。この国際学会は特にこの「時間

軸」と「空間軸」との交錯に注目し、モダニズム概念自体の近年の急速な拡大が、世界各地

での経験的時間の複数性に関する研究を要請していることを強調した。昨今浮上している

「グローバル・モダニズム」という問題領域自体が、個別具体的なモダニティの「場」で生

み出された複数の時間性同士の競合や葛藤によっていかに規定されていたのかが、この国際

学会の中心的な問題提起となった。

以上の趣旨を記載した英文の発表公募（CFP: Call for Papers）は 2018年夏にインター

ネットで公開され、2018年末までに世界各地から約 120件の応募があった。発表応募者の

在住地別内訳は、日本 31名、アメリカ合衆国 12名、イギリス・シンガポール各 10名、香

港・中国・オーストラリア各 9名、台湾 6名、インド 4名、イスラエル 3名、フランス・

ドイツ・トルコ・ベルギー・カナダ各 2名、韓国・ギリシア・スウェーデン・ウガンダ・

ポルトガル・ハンガリー各 1名であった。またその内容も、英米文学・文化研究を中心と

しつつ、（特に東西文化交流の見地からの）比較文学研究、映画史、美術・デザイン史など

多岐にわたっており、この時点ですでにかなり国際色豊かな大会となることが予想された。
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3．国際学会“Modernism and Multiple Temporalities”の準備と実施

この国際学会では個別の研究発表のほかにも、他の国際学会との連携も重視し、プログラ

ムには北米を中心とした The Modernist Studies Association （MSA）のスポンサー・パネ

ルが 1つ、国際 Ezra Pound協会のスポンサー・パネルが 2つ、日本ヴァージニア・ウル

フ協会と韓国ヴァージニア・ウルフ協会のジョイント・パネル 1つが含まれることになっ

た。また初日には院生ラウンドテーブルも開催し、次世代を担う研究者の育成にも貢献を試

みた。

このほかに重要なのが、モダニズム研究をリードする研究者たちによる基調講演

（keynote lectures）だった。運営委員会での教義の結果、基調講演者は英米文学研究の分

野から Douglas Mao氏と Laura Marcus氏の 2名、アジア映画史研究の分野から Aaron 

Gerow氏、計 3名の基調講演者を依頼することになった。参考までに、この 3名の所属大

学ならびに主要業歴を次に列挙しておく。

＊参考：基調講演者 3 名の所属大学、講演タイトルならびに主要業績

（1） Douglas Mao （Johns Hopkins University） “Time＇s Mystique”

 Solid Objects: Modernism and the Test of Production （Princeton University Press, 

1998）

 （Ed.） Bad Modernisms. Co-edited with Rebecca Walkowitz （Duke University 

Press, 2006）

 Fateful Beauty: Aesthetic Environments, Juvenile Development, and Literature, 

1860-1960 （Princeton University Press, 2008）

（2） Aaron Gerow （Yale University） “Explorations of Modernity in Japanese Film 

Theory”

 A Page of Madness （BFI, 2007）

 Visions of Japanese Modernity: Articulations of Cinema, Nation, and Spectatorship, 

1895-1925 （the University of California Press, 2010）

 The Research Guide to Japanese Film Studies. Co-authored with Mark Nornes 

（Center for Japanese Studies, 2009）

（3） Laura Marcus （University of Oxford） “Modernism’s Rhythmical Subjects”

 Auto/biographical Discourses: Theory, Criticism, Practice （Routledge, 1994）

 Virginia Woolf: Writers and their Work （Northcote House, 1997/2004）

 The Tenth Muse: Writing about Cinema in the Modernist Period （Oxford University 

Press, 2007）
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 （Ed.） The Cambridge History of Twentieth-Century English Literature. Co-edited 

with Peter Nicholls （Cambridge University Press, 2004）

その後、準備期間を経て、2019年 9月 12日（木）から 14日（土）の 3日間にかけて、青

山学院大学青山キャンパス 17号館 5階教室を会場として開催された。2019年 8月 31日付

けで作成・印刷されたプログラム以降、数名の発表辞退者があり、また開催数日前には関東

地方を大きな台風が襲い、予定より早く到着していた海外からの参加者のなかには、成田空

港で不安な一夜を過ごした者も数名いたらしい。こうした事前のトラブルはあったものの、

天候にも恵まれた本国際会議は順調にプログラムをこなし、3日間に渡る学術交流は奇跡的

に大きなトラブルに見舞われることもなく、無事に終了した。

プログラム全体では基調講演 3件、個別の発表 83件（全 28のパネル）、院生ラウンド

テーブル発表 10件（2つのラウンドテーブル）、計 96名による講演または研究発表がおこ

なわれた。この内容については、本報告書に当日に実際に行われた通りのプログラムを参考

資料として添付する（本報告書の末尾を参照）。

最終的に参加した講演者・発表者たちの所属大学所在地を具体的に挙げると、日本、香

港、中国、台湾、韓国、シンガポール、インドなど東アジア各地のほかに、アメリカ合衆

国、イギリス、オーストラリアなどの英語圏各国、フランス、ドイツ、ベルギー、スウェー

デン、ギリシアなどヨーロッパ諸国、さらにトルコやイスラエルなど中東地域からも発表者

が来日・参加し、総計で 17の国・地域からの研究者が一同に会するきわめて国際色豊かな

学会となった。

このほかに、パネル司会（非発表者）としての参加者 8名、来聴事前登録者約 30名、さ

らに当日来聴者約 30名を加えると、総計 160名以上の学会関係者の参加があり、連日どの

パネルでも活発な議論が交わされていた。

この国際学会の中核となったのは前述の通り、三名の著名研究者による基調講演である。

まず初日 9月 12日には Johns Hopkins University教授 Douglas Maoによる“Time＇s 

Mystique”と題する講演が行われ、特にWallace Stevensと Virginia Woolfにおける世俗

的時間経験と死や宗教性との葛藤に関して濃密な議論が展開された。

次に 2日目には Yale University教授 Aaron Gerowが“Explorations of Modernity in 

Japanese Film Theory”と題する講演を行い、西欧と非西欧との文化的非対称関係を反映

した「理論コンプレックス」について刺激的かつ挑発的な問題提起がなされた。

さらに最終 3 日目には、University of Oxford 教授 Laura Marcus が“Modernism＇s 

Rhythmical Subjects”と題する講演を行い、20世紀初頭における詩の理論や文化人類学、

D. H. Lawrenceの旅行記に至る多種多様な文献における「リズム」の両義的可能性に関し

て魅力的な思索が披瀝された。
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これらの講演はいずれも、今回のメイン・テーマである「モダニズムと複数の時間性」と

いう問題をイギリス・アメリカのモダニズム文学から日本の映画理論、さらに現代における

モダニズム文学の継承に至るまで敷衍して考察するものであり、この国際会議における議論

のさらなる活性化と深化に大きく寄与するものだった。

4．本研究プロジェクトの貢献

2019年度に新設された青山学院大学文学部附置人文研究所の研究計画として採択された

本研究プロジェクトでは、この国際学会の成功を期するために、特に以下の三つの活動に

よってこの国際学会の認知度を高め、多数の参加者に向かって開かれたイベントとすること

をねらいとしていた。

第一の活動としては、2019年 9月 12日～ 14日の開催当日に向けた広報・宣伝活動の強

化があった。そもそもこの国際学会には、秦が 2018年度の研究費を活用して作成したポス

ターのイメージならびにそれを活用したオンライン参加登録用のウェブサイトがあった。こ

のデザインは大正時代の日本で製作された『商店図案撰集』という書籍に掲載の図案を、株

式会社キュレイターズ代表の水野昌美氏にご紹介いただき、SOY DESIGNのデザイナーで

ある宇澤佑佳氏にご作成いただいたものであり、大正時代の日本モダニズムのデザインを意

識したものだった。

これをもとに、本研究プロジェクトでは、とりわけ日本国内を拠点とする関連分野の研究

者・教育者・学生などの大学関係者や文学・文化への関心を持った人びとをターゲットとし

て、ポスターならびにチラシを大部数印刷し、各研究機関や関連学会をつうじた配布をおこ

なった。発表予定者以外にも参加を促すことは、イベント認知度向上のみならず、発表者た

ちと一般聴衆との積極的な意見交換を促すことで、より刺激的な議論の展開を促進する効果

があった。

なお、このチラシとポスターは国際学会当日も大いに活用された。大会終了時に余った残

部についてイギリスとドイツから参加した若手研究者がそれぞれ記念品として持ち帰りたい

という希望が出た。このことからもかなりの好評を博したことが分かるだろう。

第二の活動は、特に海外在住の大学院生を対象とした旅費補助 （travel bursaries）の支

給による参加奨励だった。今回の応募者・発表予定者のなかには、アジア圏のみならず、ア

メリカ、ヨーロッパ、アフリカなどから参加予定の大学院生が複数含まれており、旅費の工

面に困難を覚えている者が少なくなかった。それらの学生の一部を対象に募集と選考を経

て、一人最大 1万円程度の travel bursariesを支給することで、将来の国際的モダニズム研

究を担う各国の若手研究者のネットワークへの積極的な参加を促すことができた。
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2019年 7月末を期限として公募した旅費補助には、参加予定の大学院生ならびに若手研

究者のうち 10名から応募があり、全員を採択して各 1万円の旅費補助金を当日支給した。

その内訳はシンガポール、台湾、アメリカから各 2名、インド、トルコ、フランス、オー

ストラリアから各 1名であり、若手研究者たちの国際学会での発表奨励のみならず、学会

全体の国際化に大きく貢献したことが分かる。

第三の活動は、参加料減額による一般参加者（とりわけ学生）の増加だった。この国際学

会は、部分的に科学研究費補助金や青山学院大学英文学会、日本英文学会などからの金銭的

支援を受けているが、おもに青山学院大学における約 85万円の施設使用料をまかなうため

に、発表者ならびに一般参加者からの参加登録料の徴収をおこなった（事前登録の場合、一

般発表者 16,000円／院生 8,000円、非発表者 8,000円）。

しかしながら、非発表者 8,000円は 3日間の国際学会とはいえやや高く、学生などの参

加には大きなハードルとなってしまった。本研究プロジェクトでは、文学部附置人文科学研

究所からいただいた研究活動資金の一部を施設使用料の支払いに充当することで、その分

を、一般聴衆の参加料減額にまわすことに決定した。結果として学生の来聴希望者の参加費

は 3日で 5,000円、1日で 2,000円に減額し、学生向けの参加奨励に寄与することになった。

以上三つの活動は、この国際学会を成功裏に終わらせるために不可欠なものであった。こ

こであらためて、プロジェクトにご採択いただいた青山学院大学文学部附置人文研究所の諸

先生方への深い感謝の念を書き記すとともに、プロジェクトに多大な貢献を行ってくれた本

課題の秦以外のメンバーである、麻生えりか先生、Mary Knighton先生、齊藤公平先生、

来馬哲平先生の多大なる貢献についても明記しておきたい。

5．最後に

　

国際学会“Modernism and Multiple Temporalities”の企画と開催にあたっては、この

報告書ですでに記した 2つの科研費研究プロジェクト、ならびに青山学院大学文学部附置

人文研究所からの資金のほかにも、多数の資金援助を受けた。それらは、日本英文学会から

の支援金（海外研究者招聘後援事業）、青山学院大学英文学会からの後援金、英米文学科研

究活動費による学生登録料援助金などのかたちで、文学部・英米文学科からの後援を受け

た。記して感謝したい。

また、2019年度まで秦が所属した英米文学科の構成員からは、麻生先生、齊藤先生、来

馬先生、秦の 4名が他大学教員と共同で国際学運営委員会メンバーとして開催準備ならび

に当日の運営にあたったほか、松井優子先生、Knighton先生にも発表者としてご参加をい

ただいた。初日には伊達直之文学部長による開会の辞が読まれ、また 2日目夜のレセプショ

7
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ンでは学科を代表してアレン玉井光江先生（2019年度の英米文学科主任）にもご挨拶を頂

いた。複数の学科教員によるコラボレーションがあってはじめて可能になったイベントで

あったことは強調したい。

なお、国際会議終了以降おもに海外からの参加者から数多くの好意的なフィードバックが

寄せられた。内容的には基調講演をはじめとするプログラム自体の知的水準への評価のほか

に、青山学院大学の好立地や施設の快適性、（アイビーシーエスに発注した）お弁当など飲

食類への評価も高かった。このように総合的に考えると、海外の大学関係者に対する青山学

院大学の知名度の向上にも一定以上の貢献をすることができたのではないかと考えられる。

客観的に見ると、このように国際学会というイベントの開催に特化したかたちでの研究プ

ロジェクトはやや異例のもののように思われるかもしれない。だが以上で説明してきたよう

に、青山学院大学の知的水準や好立地・快適性などを海外の一線級の研究者たちにアピール

しつつ、モダニズムという当該分野でのアジアを一つの起点とした国際ネットワークの構築

に資するという点で、本イベントは一定以上のインパクトを持った。日本在住の研究者が海

外の国際学会に参加するのみならず、日本を舞台とした国際学会を積極的に仕掛け、ホスト

役を務めることで、国際的な研究コミュニティの中でのそのプレゼンスをアピールすること

の重要性は、大きく強調できると思う。

残念ながら 2020年 9月現在、コロナウイルスの蔓延によって研究にとどまらない全分野

での国際交流が停止状態にある。将来的にこのような国際学会を開催しうる機会がいつふた

たび訪れるかも分からない状態にあるが、2019年秋のこの経験をひとつのステップとして、

青山学院大学を会場とする活発な国際研究交流が組織・発展されることを願ってやまない。

最後に私事となるが、この国際学会を企画した段階では予想できなかった成り行きで、

2019年度を最後に筆者は青山学院大学文学部を退職することになった。このような大きな

国際学会の開催のためにさまざまなご支援を頂いた文学部の先生方にあらためてお礼を申し

上げたい。ありがとうございました。

8
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